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ニュースリリース

G1新世代リーダー・アワード授賞式2022、日本・世界に新たな価値を創造した40歳以下の
リーダーを顕彰　 小林史明氏、瀬名波文野氏、成田悠輔氏に授与

一般社団法人G１（東京都千代田区、代表理事：堀義人、以下G１）は、3月20日、第13回G1サミットにおいて「

G1新世代リーダー・アワード2022」の授賞式を、万国津梁館サミットホール(沖縄県名護市)とオンラインでのハイ

ブリッド形式で執り行いました。

年功序列が残る日本社会において、旧弊を打破し、新たな価値を創造し、日本・世界で活躍するリーダーたち

が次々と現れています。授賞式では、優れた功績を上げている40歳以下の次世代リーダーを対象に、政治、経

済、社会・文化の3部門で3氏にアワードを授与しました。

写真左から、小林 史明氏、瀬名波 文野氏、成田 悠輔氏

「G1新世代リーダー・アワード2022」受賞者
●政治の部
小林 史明氏 　衆議院議員
●経済の部
瀬名波 文野氏　株式会社リクルートホールディングス取締役 兼 常務執行役員 兼 COO
●社会・文化の部
成田 悠輔氏　半熟仮想株式会社 代表取締役／イェール大学 助教授

各部門受賞者の授賞理由、略歴は以下の通りです。

◆政治の部
小林 史明氏 　衆議院議員
≪授賞理由≫
「テクノロジーの社会実装により、多様でフェアな社会を実現する」を政治信条に、規制改革、特にデジタル規制
改革を牽引しました。ワクチン接種記録システムの開発・運用を主導、岸田内閣ではデジタル副大臣兼内閣府
副大臣として、行政のデジタル化による霞ヶ関のDXと規制改革を推進しています。今後の日本社会のDXを加
速させるリーダーとしての役割が期待されています。

≪略歴≫



元自由民主党青年局長、元総務大臣政務官兼内閣府大臣補佐官。デジタル副大臣兼内閣府副大臣として、
行政のデジタル化による霞ヶ関のDXと規制改革を推進する。コロナ禍においては、内閣府大臣補佐官として、
河野太郎大臣の政策企画立案全般に従事。特に、ワクチン接種記録システムの開発と運用を主導し、EBPMの
モデルケースに導いた。それ以前は、自由民主党でデジタル社会推進本部 事務総長を務め、デジタル庁創設
に向けた提言をまとめた。また、自民党青年局長在任中、組織のデジタル化を進め、候補者公開討論会をオン
ラインで実施するなど、党のDXに貢献した。

◆経済の部
瀬名波 文野 氏　株式会社リクルートホールディングス取締役 兼 常務執行役員 兼 COO　
≪授賞理由≫
30代でリクルートホールディングスの取締役に就き、経営者として世界規模で事業の在り方を考え、2021年5月
に同社より公表された2030年度までの達成を約束する「サステナビリティへのコミットメント」の制定に尽力。世界
と日本のサステナビリティ推進に取り組んでいます。

≪略歴≫
2006年　株式会社リクルートホールディングス 入社。経営企画室を経て、2008年 HR領域にて大手企業の営業
を担当。2012年ロンドンに赴任、2014年　買収直後の人材派遣会社ADVANTAGE　GROUP LIMITEDの
Managing Directorとして業績の大幅な改善に貢献。2018年 当社執行役員、Indeed, Inc.のChief of Staffに就任
し、当社グループのグローバル化を牽引。また、ビジネス戦略、リスクマネジメント等ガバナンス体制の構築を推
進。2020年 取締役就任、2021年より取締役 兼 常務執行役員 兼 COOとして人事・総務本部、ファイナンス本
部、リスクマネジメント本部、経営企画本部にて経営企画、Sustainability Transformationを担当。

◆社会・文化の部
成田 悠輔 氏　半熟仮想株式会社 代表取締役／イェール大学 助教授
≪授賞理由≫
Eコマース・金融から、医療や教育まで広く使われるAIによる意思決定アルゴリズムの性能評価技術を、日米の
大学や民間大手企業との連携により開発、無償公開して、AIの社会実装を促進。第3回日本オープンイノベー
ション大賞で内閣総理大臣賞を受賞するなど、社会的意思決定アルゴリズムのオープンソース開発と実装基盤
の推進に貢献しています。

≪略歴≫
昼は日本で半熟仮想株式会社代表、夜はアメリカでイェール大学助教授。専門は、データ・アルゴリズム・数学・
ポエムを使ったビジネスと公共政策の想像とデザイン。研究者として「社会的意思決定アルゴリズムをデータ駆
動にデザインする手法」を開発し、機械学習ビジネスから教育政策まで幅広い社会課題に実装、多分野の学術
誌・学会に査読付学術論文を出版する。事業者として、サイバーエージェント、ZOZO、学研、茅乃舎、ニュー
ヨーク市、シカゴ市などと共同研究・事業を行う。内閣総理大臣賞・オープンイノベーション大賞・MITテクノロ
ジーレビューInnovators under35 Japanなど受賞。執筆者として、テレビ朝日・報道ステーションのコメンテー
ター、テレビ東京＆日経新聞のRe:Hackの企画出演、文學界に「未来の超克」を連載、Forbes・共同通信・
Yahooニュースのコラムニストなども務める。

G1は、次世代を担うリーダー層が集う場の提供、社会的課題解決に取り組む企業の支援などを通じて、より良い
日本、世界の実現に向けてこれからも貢献してまいります。

■G１について（https://g1summit.com/）
2009年2月創設。日本を良くするために、各界のリーダーたちが議論し、行動するためのプラットフォーム。G1サ
ミットを含む6つのイベント、G1政策研究所など4つのシンクタンク、各種部会・イニシアティブを展開しています。
2016年2月には 「日本を動かす『100の行動』」（PHP研究所）を出版。明確なビジョンを掲げ、行動しています。
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